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秋田県議会 会派会報

みらいみらい
みらい県民の幸せなみらい、県勢発展のために皆様の声をお聞かせください

福祉環境委員長
議会運営委員

県民の安全・安心と課題解決のため
　　果敢に行動します!
県民の安全・安心と課題解決のため
　　果敢に行動します!

　残暑の候、皆様には益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。
　さて、７月下旬には湯沢雄勝地域でも観測史上最大となる記
録的な大雨が降り、土砂崩れで犠牲者が出たほか、家屋への浸
水や田畑の冠水、道路の損壊や河川の氾濫、宅地や農地・山林
などで多数の土砂崩れ、道路網の寸断や鉄道の不通など、多く
の被害が発生しました。被災された皆様には衷心よりお見舞い
申し上げます。今後は営農への支援や被災箇所の早期復旧に向
けて、即急に取り組んでまいります。
　一方、国内では社会・経済活動が復活し、当地域でも企業の
設備投資の動きが活発になり、交流人口も回復してきました。
しかし、賃金水準の向上はまだまだ進んでいません。原材料の

高騰や物価高により企業経営や日々の暮らしが厳しくなる中、全ての業種において人手不足が顕在化して
います。その上、春からクマの出没が増えてくるなど、地域の課題は尽きません。
　産業の持続的な発展と安全で安心な社会の構築、地域のインフラ整備のため、皆様の声を県政に反映
させるよう果敢に行動してまいります。
　引き続き、皆様から積極的なご意見、ご指導とご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

佐 藤 正一郎佐 藤 正一郎

第八次秋田県高等学校総合整備計画（素案）概要

大仙・横手・湯沢雄勝地域（抜粋）
◆統合等再編整備を実施
横手市の３校（平成高校、雄物川高校、増田高校）

◆入学者数の推移を見極めながら、今後
　の方向性について検討 六郷高校、羽後高校

◆計画期間中に地域と協議を行い具体的な再編整備構想案
　を示す
大仙市の３校（大曲農業高校、大曲高校、大曲工業高校）
横手市の３校（横手高校、横手城南高校、横手青陵学院高校）
→ それぞれの地域で２校に再編

◆入学者の減少が続いていることを踏まえ、
　関係者や当該校と学校の活性化や今後の
　在り方について協議 湯沢翔北高校雄勝校

◆地域校化・募集停止の基準を適用する
西仙北高校　→ 地域校化
大曲農業高校太田分校　→ 募集停止

　秋田県教育委員会では今後見込まれる生徒数の大幅な減少に伴い、
時代の変化に対応した特色ある学校づくりの推進に向け、各地区の統合
等再編整備構想案を公表しました。県南地域の構想は次の通りです。

計画期間 令和８～17年度の10年間
前期計画は８年度～12年度。必要
に応じて見直しを行い、後期計画
（13年度～17年度）を策定。

〈草山丹花〉ペンタス
アカネ科ペンタス（クササンタンカ）属
学名：Pentas lanceolata
英名：Egyptian Starculuster
熱帯東アフリカやイエメン原産。
最近は花壇・ガーデニングなど
多く流通している。花の名前は
５つの花弁を持つことから
５を意味する「ペンテ」に
由来。花言葉は「願い事」
や「希望が叶う」。見頃は
７～10月、真夏の暑さで
開花が少なくなる植物が
多い中、星形で小さくても
元気に咲き続ける。

No.３

要旨報告

主な内容
令和６年

２月・６月議会

■発行責任者／渡部   英治
■編集責任者／佐藤正一郎



２月14日～３月19日
令和６年・第１回定例会

2月議会 　令和６年度当初予算は、人口減少問題の克服に向けた「未来の秋田を支
える人への投資｣や、県民の生命や財産を守るための｢気候変動等に対応し
た防災力の強化｣に取り組むとともに、「新秋田元気創造プラン」に掲げる
「賃金水準の向上」、「カーボンニュートラルへの挑戦」、「デジタル化の推進」
の３つの選択・集中プロジェクトなどに予算を集中的に配分し、県民の安全・
安心を土台に未来への架け橋を築くことを目指して編成した。

令和６年度 一般会計 当初予算

万円3,400億5,842

 １億9,221万円●介護業務「カイゼン」推進事業
　介護現場の業務改善相談の実施や、介護従事者の負担軽
　減を図る介護ロボット等の導入経費へ助成する。

新

………… 870万円

●外国人材受入サポートセンター（仮称）設置事業
　
　企業からの相談対応等をワンストップで行うサポートセ
　ンターを設置するとともに、市町村との連携による受入
　環境づくりを促進する。

新

… 320万円●あきた企業連携型奨学金返還助成事業
　官民を挙げて大卒者等の更なる県内定着・回帰を促進す
　るため、本県産業の新時代への挑戦に向けて飛躍を目指
　す企業と連携し、県内就職者の経済的負担を軽減する、
　新たな奨学金助成制度を創設する。

新

5,036万円●次期総合防災情報システム整備事業
　避難情報発令の迅速化等を図るため、市町村と連携し、
　システム構築に向けた実施設計を行う。

5,336万円●ツキノワグマ被害防止総合対策事業
　ツキノワグマ被害防止のため、県民への啓発を行うほか、
　市街地への出没など緊急的な事案に迅速に対応するため
　の体制を整備する。

………… 3,948万円

●スタートアップエコシステムAKITA推進事業
　
　県内からスタートアップを創出するための支援体制を
　構築し、事業の成長段階に応じた支援を提供する。

新

…… 19億5,305万円

●秋田臨海処理センター
　エネルギー供給拠点化事業
　CO2排出削減とエネルギー自立化を実施するため、秋
　田臨海処理センターにおいて再生可能エネルギー設備等
　を導入する。

新

…………………… 56億3,740万円●河川改修事業
　令和５年７月大雨等により氾濫・浸水被害が発生し、今後
　再度の被害が見込まれる河川について、短期間で集中的
　な改修を実施する。

……… 7,255万円●若年女性の県内定着促進事業
　若年女性の県内定着を促進するため、県内外の女性に向
　けた県内企業の魅力の発信や、若年女性に魅力ある職場
　づくりを推進する。

代表質問２月議会

佐藤 正一郎［湯沢市・雄勝郡］
一般質問
２月議会

三 浦  英 一
［由利本荘市］

当初予算の主な内容

◆

◆
◆

地域外から人を呼び込む
　　　高校教育について
クマ対策について
ライドシェアをはじめと
した地域交通の確保について

山 形  健 二［横手市］
◆

◆

スポーツ立県あきた
　　　　　　について
若者の県内定着・
　　　　回帰について

総括審査２月議会

三 浦  茂 人［秋田市］
◆

◆

秋田市外旭川地区
　まちづくりについて
知事の政治姿勢について

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

災害に強い県土づくりについて
県政の重要課題と予算編成について
市町村との事業連携について
若者の県内回帰と人材の確保について
医療圏の再編に伴う地域医療の充実について
県立循環器・脳脊髄センターの機能について
高等学校への学校運営協議会制度の導入について
犯罪の防止と安全な地域づくりについて
知事の政治姿勢と政治資金について



　今回の補正予算は、新秋田元気創造プランに基づく事業、公共事業等に
ついて計上した。

6月補正予算の主な内容
…… 1,192万円●秋田の新たなイメージ発信事業

　 秋田の新たなイメージを県内外に発信するため、都市機
　 能の充実や全国でも最先端の取組を行う産業等をテーマ
　 として動画を制作する。

新

…… 677万円

●HPVワクチンキャッチアップ接種促進事業

　 子宮頸がんを予防するワクチンの公費によるキャッチ
　 アップ接種期間が令和７年３月末で終了するため、希
　 望者が接種機会を逃すことのないように周知を図る。

新

………………… 336万円

●地域におけるジェンダーギャップ解消に
　向けた理解促進事業
　 性差による社会的・文化的な差別や偏見の払拭に向け、
　 県民の行動変容を促すための啓発活動を実施する。

新

………… 2,077万円

●あきたの大豆単収向上チャレンジ事業

　 大豆の生産性の向上や効率化を図るため、農業機械の
　 導入に対し助成する。

…………… 809万円●再造林優良種苗確保事業
　 再造林に必要な有料種苗の安定的な供給体制を構築する
　 ため、コンテナ苗生産施設等の整備に対し助成する。

令和５年度 一般会計
補正予算

万円5,127億34
補正後の規模 億5,876 8,527 万円

一般質問6月議会

山 形  健 二［横手市］
◆
◆
◆
◆

◆

◆

人口減少対策について
若者の県内定着について
今後の企業誘致について
農業人材の確保に向けた
　　　　　　支援について
賃金水準の向上と
　　　　価格転嫁について
消防の広域連携について

６月12日～７月５日
令和６年・第１回定例会

6月議会

１億6,800万円●電子処方箋活用・普及促進事業
　 県民に対する医療サービスの向上を図るため、電子処
　 方箋管理サービスの導入に係る費用の一部を助成する。

新
せん

常任委員会
令和６年 ２月・６月議会

渡部 英治 ［大仙市・仙北郡］

（農林水産委員会）

5,980万円●ツキノワグマ被害防止総合対策事業
　 ①担い手確保・育成事業
　　 クマ被害防止の担い手となる狩猟者の確保を図る
　　 ため、銃器等の購入支援を拡充する。

　 ②●ツキノワグマ出没抑制緊急対策事業
　　 人の生活圏へのクマの出没を抑制し人身被害を防止
　　 するため、緊急的な出没抑制対策を実施する。

　 ③ツキノワグマ注意喚起緊急広報事業
　　 クマによる人身被害を防止するため、
　　 県民に対し注意喚起を行う。

新

◆新県立体育館と
新スタジアム整備について
・秋田市のまちづくり計画との
　　　　  　　　　関係について
・スタジアムへの
　　　 　　 県の関わりについて

佐藤 正一郎［湯沢市･雄勝郡］

総括審査6月議会

〈北海道函館市／
　　令和６年５月12日～14日〉会派県外調査

世界文化遺産 北海道・北東北の縄文遺跡群
北海道の６遺産を訪問

［函館市白臼町・函館市縄文文化交流センター／５月12日］

垣ノ島遺跡は太平洋を望む段
丘上に立地。９千～３千年前
（約６千年間）の長期にわたる
定住を示す縄文時代の集落跡。
隣接する函館市縄文文化交流
センターには国宝「中空土偶」
を常設展示。

国宝/
中空土偶
ちゅうくうどぐう
（愛称：茅空）

カックウ

高さ：41.5㎝
幅　：20.1㎝
重さ：1.745㎏
1975（昭和50）
年、道南の函館市
南茅部地区（旧南
茅部町）で発見。
2007年、国宝指定。
縄文縄文後期後葉・
紀元前1500年く
らいと考えられる。
当時の祭祀や呪術
的な生活文化を知
る手がかりとなる。



県民の皆様からのご意見・ご提案など大歓迎です。事務局までお知らせください。　TEL 018-860-2071　FAX 018-860-2103

◆代表質問（令和６年２月議会・抜粋）

　　能登半島地震では停電や道路の寸断で情報が
　　途絶えた集落が多数あった。陸の孤島になる
可能性のある地域の道路整備については、県土の
保全と防災力の強化の視点から速急に進めなけれ
ばならない。30年以上前から要望されている主要
地方道「横手東成瀬線」の改築工事は一向に進ん
でいない。　
　　通信距離が５㌔程度のデジタル簡易無線機が
　　未整備な市町村には整備を促していく。国で
は災害時に衛星携帯電話等を無償貸与しており、
通信手段の確保を図っていく。横手東成瀬線につ
いては局部的な道路改良や雪崩等の斜面対策、交
通安全対策を実施している。県では安定的
かつ継続的な予算確保を国に要望しながら、
災害に強い道路の構築に取組んでいく。

　　災害復旧事業などに集中投資すること
　　は必要だが、公共事業が地域に偏っ
て計画されると、地域の経済活動に大きな
影響が出る。県内では公共事業が飽和状態
となり、応札がないケースや入札不調も発
生している。県の発注事業が年々低下して
いる地域もある。　
　　河川改修工事の地域要件を全県に拡大
　　するほか、洋上風力発電の導入に必要
な港湾整備については集中的な投資は必要
と考えている。補助事業や国直轄事業に県
単独事業を組み合わせて、県土の均衡ある
発展と地域経済のバランスに配慮した公共
事業の実施に努める。

問

知事

問

知事

災害に強い県土と陸の孤島解消

県土の強靭化とバランスの取れた公共事業

問

警察本部長

特殊詐欺防止に向けた取り組み強化
　　架空料金請求や金融商品詐欺が台頭してきた。
　　詐欺の手口は変化し多様化かつ巧妙化してい
る。被害は拡大しており、注意喚起の啓発が形骸
化していないか点検し、効果的な手立てを練る必
要があるのではないか。　
　　　　　　金融商品詐欺などの新たな手口に関
　　　　　　する広報啓発が喫緊の課題であると
捉えている。民間企業や報道機関の協力を得て、
防犯意識を高めるための工夫を凝らした広報啓発
活動を効果的に進めていく。サイバー犯罪捜査と
人材育成の体制強化を検討しており、犯罪の防止
に一層努めていきたい。

令和６年２月21日付／秋田魁新報「県議会代表質問」より

討議資料

令和６年２月 福祉環境委員会

県議会レポート県議会レポート
佐藤正一郎の
　２月議会では会派の代表質問を行い、災害に強い県土
づくりや県政の重要課題と予算編成の在り方、知事の
政治姿勢などについて質しました。
　６月議会では予算特別委員会の総括審査で、秋田市の
まちづくり計画とスタジアムの整備について質疑を行って
います。

美の国あきた さとう正一郎

■ 県議会活動はWebからもご覧になれます

https://www.pref.akita. lg . jp/
秋田県公式サイト 美の国あきたネット

➡ 「秋田県議会」

「元気な秋田」を創造しよう!!
さとう正一郎ホームページ
https://www.sho-ichiro.net/


